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じ
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保
存
し
ま
し
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春まゆ出荷

作柄は良好
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からからとかろやかなひびきで純白のまゆが、袋から選別台へうつされ

てゆきます。 j r 1乃り；ト

今年は天候に恵まれて桑の育ちがよく＼品質も良好となりました。

町内のまゆは、愛媛蚕糸（野村）と伊予蚕糸（大洲）へそれぞれ出荷さ

れます。

現在、当町の養蚕家数は83戸、生産は年間約35トン、 およそ6,700万円と

なっています。 (6月15日朝、予子林のまゆ出荷所で）

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

卍議長に神井氏を選出…·……••2 

蔓待望の大鳥居完成…………••3

蔓児童手当の現況届……………4

蔓お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

＝農林だより＝

唖夏期特別貯蓄運動……•• •…... 6 

衡地域林業の
組織化をめざして………7

蔓今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

＝公民館報＝

卍日の丸弁当で鍛練遠足……•••10

衡ひじかわの民俗・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

卍町民バレーボール大会終る…13

人

女 1,9 4 3人

世帯数 1,0 5 9器

／
 

ロ 3,8 1 8人

男 1, 8 7 5人
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（昭和60年5月31日現在）
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西田副議長

大本教育長

神井議長

【
常
任
委
員
会
】

◎
11
委
員
長

11
敬
称
略
I
I

〔
総
務
委
員
会
〕

◎
山
本
登
志
夫

0
三
好

一
男

0
1
1
副
委
員
長

冨永助役

議

長

神

井

恵

一

郎

副

議

長

西

田

盛

夫

〔
産
業
委
員
会
〕

◎

渡

辺

弘

務

〇

冨

永

計

次

議
長
に
神
井
氏
を
選
出

]、

助
役
に
冨
永
氏
・
収
入
役
に
永
田
氏

教
育
委
員
に
大
本
氏
を
選
任

去
る
五
月
十

一
日
、
肱
川
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
、
次
の
と
お
り
正

副
議
長
の
選
挙
お
よ
び
委
員
会
の
構

成
が
行
わ
れ
、
ま
た
任
期
満
了
に
伴

う
助
役
・
収
入
役
、
欠
員
に
よ
る
教

育
委
員
会
委
員
の
選
任
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
文
教
厚
生
委
員
会
〕

◎

大

田

恒

0
下
石

西

本

源

格

沖

野

山

内

壮

亮

勲
常
一

山

口

清

政

神

井

悪

一

郎

山

中

美

茂

岩

田

清

茂

ー
肱
川
町
議
会
臨
時
会
ー

【
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
】

◎

山

内

壮

亮

0
村

田

英

夫

三

好

一

男

冨

永

計

次

渡

辺

弘

務

山

本

登

志

夫

岩

田

清

茂

下

石

勲

◇
 

助

役

冨

永

知

孝

収

入

役

永

田

利

幸

教
育
委
員
会
委
員
（
六
月
一
日
付

教

育

長

）

大

本

清

光

町
職
員
の
異
動
を
、
六
月
一
日
付

で
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
町
に
と
っ
て
重
要
課
題

で
あ
る
「
河
辺
川
ダ
ム
」
に
つ
い
て
、

そ
の
関
係
事
務
担
当
を
新
設
し
ま
し

こ
。
t
 一
方
教
育
委
員
会
事
務
局
関
係
で

は
、
今
ま
で
非
常
勤
で
あ
っ
た
公
民

館
長
を
今
回
は
専
任
常
勤
と
し
ま
し

こ
。
t
 

|
（
）
内
は
旧
任
ー

〇
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
・
河

辺
川
ダ
ム
対
策
関
係
事
務
担
当
万

願
寺
亀
次
（
建
設
課
長
補
佐
）

〇
建
設
課
長
補
佐
兼
河
辺
川
ダ
ム
対

策

関

係

事

務

担

当

補

佐

上

岡

茂

（
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
）

〇

企

画

課

広

報

係

長

冨

永

勲

（町
民
課
保
健
衛
生
係
長
）

J
 

，＇ 

村

田

英

夫

西

田

盛

夫

石
河

、次
郎

冨
永
廣
次

0
町
民
課
保
健
衛
生
係
長

司
（
企
画
課
広
報
係
長
）

〇
税
務
課
技
師
源
田
政
幸
（
農
林

課
技
師
）

〇
農
林
課
技
師

課
主
事
）

〇
建
設
課
技
師

課
主
事
）

〇
建
設
課
技
師

課
主
事
）

〇
企
画
課
主
事

課
主
事
）

和
気
哲
弘

松
本
隆
舞

岡
村
清
利

（
税
務

（
建
設

（
建
設

（
農
林

今
宮
雅

面
（
社
会
教
育
課
長
兼
公
民
館
長
補
佐
）

ー
教
育
委
員
会
一

0
公
民
館
長
兼
社
会
教
育
課
長
兼
歴

史
民
俗
資
料
館
長
上
川
武
男
（
議

会
事
務
局
長
）

0
公
民
館
主
事
兼
歴
史
民
俗
資
料
館

主

事

石

家

清

（

総

務

課

主

事

）

ー
四
月
一
日
付
ー

0
村
田
順
子
中
野
幼
稚
園
教
諭

〇
梼
本
三
和
大
谷
小
学
校
主
事
兼

｀
 

0
議

会

事

務

局

長

佐

久

保

恵

一

大

谷

幼

稚

園

教

諭
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の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
有
志
の
か
た

が
た
に
よ
っ
て
、
八
大
龍
王
神
社
奉

賛
会
（
大
野
和
会
長
）
が
今
年

一

月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奉
賛
会
が
鳥
居
建
設
の

推
進
母
体
と
な
っ
て
会
員
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
町
内
外
か
ら
総

数
一
千
四
百
六
十
七
人
の
か
た

か
た
か
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
寄

附
金
一
千
三
百
万
円
か
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

二
月
十
三
日
に
現
地
で
起
工

式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上
田

建
設
に
よ
っ
て
順
調
に
工
事
が

進
め
ら
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
、
中
央
の
高
さ
が
一
―

ピ
一
五
丑
ノ、
柱
の
直
径
（
下
部
）

-
M
二
〇
丑
／、
（
上
部
九
〇
伝
ノ、

総
重
量
―
二
九
卜／
、
総
事
業
費

八
百
万
円
の
立
派
な
大
鳥
居
が

雨の中関係者によって行われたテープカット

氏龍建王 し盛式五こ神てエ線
が雲設神こた大と月の社い事沿国
昨山を社の ゜に祝十はのたがい道
年肱 の大 行賀日ど大八進の 1
十川 参鳥 わ行し

， 
→フE;
'-成、鳥大め滝 9

ニ教と道居 れ事竣 居龍ら山 7
月会龍 ．とは まかエ、が王れで号
に所王な‘
提長神る小
案の社滝藪
さ沖宮山の I•I， ヽ

：、二塁闊”'1:t大扁声鍼
ー啓＠居龍 ）年 5 月 I0日

待
望
の
大
鳥
居
完
成

龍
王
神
社
の
参
道
門
と

観
光
地
の
シ
ン
ボ
ル
に

立派に完成した大鳥居

完
成
し
ま
し
た
。

五
月
十
日
、
現
地
で
は
曽
我
部
石

鎚
神
社
常
務
総
代
、
沖
野
順
啓
宮
司
、

大
野
奉
賛
会
会
長
を
は
じ
め
、
関
係

者
二
百
人
が
出
席
し
て
厳
粛
に
神
事

が
行
わ
れ
、
神
事
の
あ
と
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
し
て
大
鳥
居
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。そ
の
後
、
会
場
を
肱
川
町
公
民
館

に
移
し
て
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
大
野
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
久
保
田
仁
之

副
会
長
か
ら
事
業
経
過
報
告
が
あ
り
、

次
い
で
奉
賛
会
よ
り
工
事
設
計
施
工

者
の
上
田
建
設
株
式
会
社
社
長
大
野

一
則
氏
に
感
謝
状
が
、
ま
た
、
石
鎚

神
社
か
ら
奉
賛
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
祝
宴
を
行
っ
て
祝
賀
行

大

龍

王

（

（

（

 

八
大
龍
王
と
は
、
難
陀
‘
販
難
陀
、

姿
即
羅
‘
柾
鬱
‘
四
恐
迦
、
野

那
婆
達
多
、
摩
那
斯
、
優
鉢
羅
の

八
龍
王
の
総
称
で
す
。

こ
の
龍
王
さ
ま
も
、
昔
は
定
和

帝
釈
天
と
と
も
に
、
仏
教
の
守
護

神
で
あ
り
、
お
釈
迦
さ
ま
の
守
り

神
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

事
を
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
鳥
居
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
信
者
の
皆
さ
ん
は
参
道
の

鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
八
大
龍
王
神
社
に

参
拝
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
‘
交
通

安
全
に
、
観
光
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
今
後
大
き
な
期
待
か
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

す
。
日
本
へ
仏
教
が
伝
来
し
て
か

ら
、
鎌
倉
時
代
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
江
戸
時
代
ま
で
は
神
さ
ま
は

仏
教
を
守
護
す
る
と
と
も
に
、
仏

の
教
え
も
聞
く
こ
と
を
望
ん
で
い

る
と
考
え
ら
れ
、
神
仏
習
合
の
形

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時

代
に
な
っ
て
神
道
が
国
教
的
地
位

に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
一
千
年
に
わ
た
る
神

仏
の
協
調
が
崩
壊
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
も
密
教
で
は

雨
乞
を
す
る
と
き
に
、
龍
王
さ

ま
を
本
尊
に
す
る
な
ど
、
一
部
で

は
神
仏
協
調
が
続
い
て
い
ま
す
。
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む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
、
一
に
も
二

に
も
歯
み
が
き
が
大
切
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
大
切
な

の
で
し
ょ
う
か
。

む
し
歯
は
‘
口
の
中
の
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
と
い
う
菌
が
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
菌
は
‘
口
の
中
に
い
つ
も
い
て
、

主
に
糖
分
を
栄
養
に
繁
殖
し
ま
す
。

し

こ

う

歯
垢
に
な
る

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
が

歯
み
が
き
は
‘

む
し
歯
予
防
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
か
、

た
だ
漫
然
と
み
か

い
て
い
た
の
で
は

あ
ま
り
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
。

正
し
い
歯
み
が
き
は
‘
歯
ブ
ラ
シ

で
「
磨
く
」
の
で
は
な
く
、
実
は
「
こ

す
り
落
と
す
」
と
い
っ
た
作
業
が
大

切
な
の
で
す
。
で
は
、
何
を
こ
す
り
、

何
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

六
月
四
日
か
ら
十
日
は
「
歯
の
衛

生
週
間
」
。
こ
の
機
会
に
、
歯
の
正
し

い
み
が
き
方
を
も
っ
一
度
確
認
し
、
歯

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

゜
、つ

④月g)日～G日

歯の衛生週間

食
事
の
度
に
、
い
ろ
い
ろ
な

食
品
が
口
に
入
り
、
そ
れ
ら
の

糖
分
を
栄
養
と
し
て
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
が
増
え
、
歯
垢
（
プ
ラ
ー

ク
）
と
な
っ
て
歯
の
表
面
に
く
っ

つ
き
ま
す
。
こ
の
歯
垢
の
中
に

で
き
た
「
酸
」
か
次
第
に
歯
を

溶

か

し

て

い

く

こ

れ

が

む

し
歯
な
の
で
す
。

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
の
増
殖
を

防
ぐ
基
本
的
な
み
が
き
方

最
近
の
食
品
を
見
る
と
、
歯
に
付

き
や
す
い
粘
着
性
の
高
い
加
工
食
品

や
糖
分
の
多
い
食
品
な
ど
、
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
条
件
を

そ
ろ
え
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
‘
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
の
塊
、
つ
ま
り

歯
垢
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
て

み
が
い
て
も
、
歯
の
表
面
全
体
に
歯

ブ
ラ
シ
か
あ
た
ら
な
い
と
、
歯
垢
は

落
ち
て
く
れ
ま
せ
ん
。
正
し
い
み
が

き
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
全

体
に
均
等
に
あ
て
て
み
が
く
こ
と
な

の
で
す
。

歯
み
が
き
は
「
磨
く
」
の
で
は
な
く

「
こ
す
り
落
す
」

県産木材使えば300万円貸付

木造住宅を新築•購入される方

ご利用ください］

で
も
、
言
う
の
は
簡
単
。
歯
の
形

は
一
本
一
本
違
い
ま
す
し
、
奥
の
は

う
で
よ
く
見
え
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
並
び
の
良
し
悪
し
で
も
み

が
き
方
は
違
っ
て
き
ま
す
。

自
分
で
は
て
い
ね
い
み
み
が
い
て
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愛
媛
県
で

は
、
県
産
木

材
を
使
っ
て

木
造
住
宅
を

新
築
又
は
購

入
す
る
方
に
‘

低
利
で
資
金

を
貸
し
付
け

る
「
愛
媛
県

県
産
材
木
造

住
宅
建
設
促

進
特
別
対
策

資
金
等
貸
付

制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。 給食後はみんなで歯みがきしてま～す。

い
る
つ
も
り
で
も
、
長
い
間
に
は
ク

セ
と
な
っ
て
よ
く
み
が
け
な
い
所
も

で

て

く

る

こ

う

い

っ

た

こ

と

が

な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
基
本
的
な
み

か
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
制
度
は
、
木
造
住
宅
の
建
設

促
進
と
県
産
材
の
利
用
拡
大
を
図
る

た
め
に
、
昭
和
六
十
一
年
度
ま
で
行

う
も
の
で
、
融
資
が
受
け
ら
れ
る
の

は
、
住
宅
金
融
公
庫
資
金
を
借
り
て

自
分
が
住
む
た
め
に
県
内
に
木
造
住

宅
を
新
築
又
は
購
入
す
る
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【貸
付
条
件
】

▽
住
宅
の
構
造
材
の
主
な
部
分
に
五

〇
貯
以
上
県
産
材
を
使
用
し
、
在

来
工
法
で
、
県
内
の
建
築
業
者
か

建
築
す
る
も
の
。

▽
貸
付
限
度
額
三
百
万
円

▽

利

率

年
六
げ
で
二
十
年
以
内
に
償
還

こ
の
貸
し
付
け
の
取
り
扱
い
は
‘

伊
予
銀
行
・
愛
媛
相
互
銀
行
・
愛
媛

信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
住
宅

金
融
公
庫
資
金
の
取
り
扱
い
窓
口
で

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
で
は

こ
の
は
か
に
も
、
木
造
住
宅
及
び
木

造
以
外
の
住
宅
並
び
に
土
地
購
入
に

対
し
て
適
用
す
る
「
愛
媛
県
持
家
住

宅
建
設
促
進
資
金
」
の
融
資
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
し
い
相
談

は
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
の
本
店
や

支
店
、
農
協
の
窓
口
、
又
は
愛
媛
県

建
築
指
導
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
新
鮮
な
材
料
を
選
ぶ
。
製
造

年
月
日
を
確
か
め
る
習
慣
も

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
手
に
傷
の
あ
る
人
は
、
直
接

食
品
に
触
れ
な
い
こ
と
。
ブ

ド
ウ
球
菌
か
つ
い
て
い
る
こ

と
か
あ
る
。

③
調
理
後
、
な
る
べ
く
早
く
食

べ
る
。

④
低
温
（
五
度
以
下
）
に
保
存

す
る
。

⑤
食
べ
る
前
に
加
工
す
る
。

⑥
夏
場
は
生
も
の
は
な
る
べ
く

さ
け
る
。 食

中

毒

食
中
毒
は
、
わ
か
国
で
は
五

月
に
始
ま
り
‘
七
月
か
ピ
ー
ク

に
な
り
ま
す
。
し
め
っ
た
暑
い

夏
は
、
細
菌
に
と
っ
て
は
絶
好

の
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
す
。

食
中
毒
は
、
赤
痢
や
腸
チ
フ

ス
な
ど
と
ち
が
っ
て
病
原
菌
か

体
内
に
入
っ
て
病
気
に
な
る
わ

け
で
は
な
く
、
少
し
な
ら
大
し

た
こ
と
は
な
い
細
苗
が
食
品
内

で
急
に
ふ
え
た
場
合
、
あ
る
い

は
、
ふ
え
る
途
中
で
食
品
内
に

で
き
た
毒
素
が
原
因
と
な
る
食

品
は
臭
い
や
味
、
外
観
で
見
分

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
次

口

医

学
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畑山利夫氏

畑
山
利
夫
氏
（
中
津
）
と
橋
本
正

之
氏
（
肱
栄
）
の
両
氏
は
、
永
年
統

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

方
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
‘
引
き
続
い
て
児
童
手

当
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き

で
す
。
こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
と
、
六
月

一
日
現
在
で
の
児

童
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

も
し
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
引
き

続
い
て
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て

も
、
六
月
分
以
降
の
児
童
手
当
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
の
内
容
や
届
け

出
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
町

民
課
福
祉
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

喜
喜
闘
喜
喜
餌
喜
喜

統
計
調
査
に
功
績

畑
山
・
橋
本
両
氏
に
統
計
功
労
賞

計
調
査
貝
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
さ
る
五
月
二
十
七
日
県
庁

で
開
か
れ
た
統
計
協
会
の
席
上
、
愛

媛
県
統
計
協
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

畑
山
・
橋
本
両
氏
は
、
国
勢
調
査

や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
は
じ
め
、
各

種
統
計
調
査
業
務
に
永
年
従
事
さ

れ
、
調
査
内
容
を
理
解
し
、
正
確
、

か
つ
迅
速
に
業
務
を
処
理
さ
れ
ま
し

こ。t
 今
後
と
も
統
計
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
顧
い

い
た
し
ま
す
。

J
 

の
現
況
届
は

6
月

30
日
ま
で
に

一
九
八
五
年
（
昭

和
六
十
年
）
は
国

連
が
定
め
た
国
際

青
年
年

(
I
Y
Y
)

で
す
。テ
ー
マ
は
、
「
参

加
」
「
開
発
」
「
平

和
」
で
す
。

世
界
中
の
青
年

た
ち
が
、
将
来
を

担
う
者
と
し
て
積

極
的
な
役
割
を
果

た
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
、
地
域
の
発

展
に
、
ま
た
、
世

界
の
平
和
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
重
点

目
標
は

日
社
会
参
加
の
促
進

口
健
康
・
体
力
の
充
実

口
文
化
や
科
学
技
術
の
発
展
に
対

す
る
理
解
の
浸
透

四
国
際
交
流
・
国
際
協
力
を
通
し

た
相
互
理
解
の
促
進

こ
の
四
つ
の
重
点
目
標
の
も
と
に

青
年
か
自
分
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
能

力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
地
域
活
動

や
国
際
交
流
な
ど
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
自
己
を
高
め
、
ま
た
社

会
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
次
の
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
六
ー
八
月
、

各
地
方
局
単
位
県
下
五
か
所
）

'めよう令．見つめよう未来ロ
INTERNATIONAL YOUTH YEAR 

交通事故のご相談は

あ気軽にとうぞ

無料でご相談に廊じてあります

午前9特30分～午後4時40分（平日）

土闘巳は正午まで（第2エ雇日は休みます）

◎専門の相談員ガ親身になってご相談に応じま可

◎弁護士相談日：毎週木躍日午後1時～4時

社団法人H本こ損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花園町1-3日本生命松山市駅前ビル6階

松山調査事務所内

ff0899-45-2335（直通） 0899-45-5500

電話のこ‘‘相談もお受けします

口
記
念
大
会
（
九
月
二
十
九
日
1
1

松
山
市
）

口
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
(
+
-

月
1
1

国
立
大
洲
青
年
の
家
）

.
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国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る

年
齢
は
六
十
五
歳
で
す
が
、
本
人
が

希
望
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
六
十
歳
か

老
齢
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に 勺°如

ら
六
十

一
歳
と
い
う
よ
う
に
一

歳
き

ざ
み
で
繰
り
上
げ
し
て
受
け
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
を
し
て
受
け

る
場
合
は
、
そ
の
年
齢
に
よ
り
右
図

の
と
お
り
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
減
額
さ
れ
た
年
金
額
は
六
十
五

歳
に
な
っ
て
も
増
額
さ
れ
ず
、
一
生

つ
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
繰

り
上
げ
を
し
て
年
金
を
受
け
る
場
合

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

支給の繰り上げによる減額率

60歳以上61歳未満 42% 

6 1歳以上62歳未満 35% 

62歳以上63歳未満 28% 

63歳以上64歳未満 20% 

64歳以上65歳未満 11% 
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くお積立のめやす〉

農
協図
固
園
圃
固
詞
醒
圃
実
施

金
が
ご
入
用
の
と
き
は
‘
是
非
ご
利
用

下
さ
い
。
そ
の
他
に
各
種
公
共
料
金
の

自
動
振
替
、
給
与
振
込
、
年
金
の
自
動

受
取
り
、
年
金
貯
金
、
財
産
形
成
貯
金

な
ど
も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

近
々
、
農
協
の
職
員
が
お
伺
い
い
た

し
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
貯
金
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
何
な
り
と
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農協では‘ただいま夏期の貯蓄

推進運動を実施いたしております。

これは‘皆様の貯蓄づくりのお手

伝いをさせて頂くことと併せ、農

業と、ふるさとを守り住みよい地

域づくりを目指しているものでご

ざいます。

大切な農産物代金、夏のボーナ

スは銀行預金より一厘高で、大変

お得な農協貯金をぜひ

ご利用下さい。

まとまったお金は高

利回りで、しかもお一

人元本三百万円までの

利息に税金のかからな

いマル優に最適の期日

指定定期貯金をどうぞ。

また月々わずかな掛

金で大きく育てるため

にはクローバ定期積金

をお勧めします。

お気軽にご利用でき

る農協クローバローン

もおすすめしておりま

す。定期を始めて六ヶ

月以上になれば、ご契

約金に応じた融資が安

い利息で利用が出来ま

す。マイカーの購入、

旅行、結婚、レジャー

その他思いがけないお

目標額 期間 毎月の積立金 ボーナス積立 お受取予定額

(336年回） 
26,000円 約103万円

100万PJ 10,000円 100,000円 約106万円

コース (560年回） 15,000円 約105万円
6,000円 50,000円 約101万円

(336年回） 
51,000円 約202万円

200万P.I 30,000円 130,000円 約206万円

コース (560年回） 30,000円 約210万円
10,000円 110,000円 約200万円

(336年回）
77,000円 約305万円

300万PJ 30,000円 3eo,ooo円 約319万円

コース (784年回） 30,000円 約312万円
16,000円 80,000円 約307万円

金
融
課
亀
井
由
里

農
協
は
皆
様
の
暮
ら
し
に
少
し
で
も

お
役
に
立
つ
よ
う
に
と
努
力
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
共
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
わ
り
、
農
協
貯
金
目
標
が
達
成
出
来

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
さ
な
夢
を
、
大
き
く
広
げ
る
自
由

型
、
目
標
型
、
年
金
型
が
最
も
有
利
な

条
件
で
仕
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

M.M--M.-

___•M 

.. 
M--M.M-•M.M--M--M.M 

＊
＊
職
員
紹
介
＊
＊

《
勤
務
》

オ
ン
ラ
イ
ン
の
端
末
機
と
、

ニ
ラ
め

っ

こ
し
て
い
た
私
が
、
窓
口
担
当
に
な
り

早
や
、
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
大
分
、

窓
口
の
仕
事
に
も
慣
れ
、

い
つ
も
気
分
を
明
る
<
‘
笑
顔
を
忘
れ

ず
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

《
趣
味
》

「
広
く
浅
く
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
何
に

で
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
は
、

車
の
運
転
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
凝
っ
て

い
ま
す
。
バ

ド
ミ

ン
ト
ン
で
は
、
大
会

で
一
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
‘
張
り
切
っ

て
練
習
し
て
い
ま
す
。

《
性

格

》

単
純
で
、
乗
せ
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
乗
っ

新
登
場

農
協
の
積
立
式
定
期
貯
金

ニ
ュ
ー
フ
ラ
ワ
ー

給
者
の
紹
介

VJ

中
野

ず
ね
し
ま

中
野
さ
ん
は
、
終
戦
後
、
昭
和

二
十
五
年
頃
よ
り
畜
産
商
（
馬
喰
）

を
始
め
ら
れ
、
肉
畜
の
取
扱
い
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三

十
六
年
頃
よ
り
新
し
い
試
み
と
し

て
部
落
の
人
三
人
で
養
豚
の
共
同

経
営
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
当
時
道
路
が
な
く
‘
肉
豚
出

荷
も
、
飼
料
等
の
必
要
物
資
も
全

部
、
萩
野
尾
か
ら
テ
イ
ラ
ー
に
て

小
畑
井
ま
で
取
越
し
を
し
、
又
、

出
荷
も
せ

ね
ば
な
ら

な
か
っ
た

為
め
、
労

力
的
に
も

大
変
に
成

り
経
営
を

や
め
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
か

ら
肱
川
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
第
一
に
部
落
へ
の
道
路
新
設

等
力
を
そ
そ
が
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
庭
先
に
植
付
さ
れ
て

い
る
花
木
の
仕
立
て
（
手
入
れ
）

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

奥
様
の
菊
枝
さ
ん
と
元
気
で

今
日
も
田
植
え
の
準
備
等
、
野

良
仕
事
に
精
を
出
さ
れ
て
お
り
ま

す。
お
二
人
と
も
元
気
で
い
つ
ま
で

も
年
金
を
受
給
さ
れ
る
よ
う
お
祈

り
致
し
ま
す
。ー

』
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て
し
ま
う
陽
気
な
性
格
で
す
。
普
段
は
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
天
的
で
の
ん
び
り
し

て
い
る
私
で
す
。

《
結
婚
》

結
婚
は
‘
人
生
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
な

の
で
、
慎
重
に
考
え
、
遅
く
と
も
二
十

五
歳
位
ま
で
に
は
‘
身
を
固
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
男
ら
し
く
尊
敬
出
来

．

る
人
が
理
想
で
す
。

《
抱
負
》

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
職

員
と
し
て
、
人
間
と
し
て
、
大
き
く
成

長
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に
努
力
し
て
、

皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
熟
な
私
で

す
が
、
今
後
共
、
一
層
の
御
指
導
戴
く

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

羞
元気で仲良〈暮らしておられるお二人

中野 一さん(67歳）

菊枝さん(63歳） R
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役
員
改
選
の
結
果
、
肱
川
林
研
会
長

の
森
繁
夫
氏
（
白
石
）
が
副
会
長
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

総
会
は
、
四
つ
の
議
案
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
全
国
木
材
組
合

連
合
会
常
務
理
事
・
西
谷
漉
壽
夫
氏
の

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
に
概

要
を
記
し
ま
す
。
今
後
の
林
業
、
木
材

産
業
の
振
興
が
図
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

外
材
輸
入
の
現
状
と

今
後
の
林
業
経
営
に
つ
い
て

ー
国
内
で
の
対
策
事
例
ー

一
、
外
材
の
輸
入
に
つ
い
て

曰
米
材

0
成
長
量
（
約

6
億
面
）
を
下
回
る
伐

採
量
（
約

4
億
面
）
ー
米

〇
伐
採
許
容
量
の
約

6
割
の
伐
採
量
ー

カ
ナ
ダ

0
中
国
向
け
の
輸
出
拡
大

口
ソ
連
材

0
世
界
最
大
の
森
林
国
、
資
源
豊
富

〇
極
東
地
域
の
森
林
資
源
の
開
発
に
よ

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会

長

る
日
本
へ
の
輸
出
拡
大

国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材

〇
資
源
の
切
目

回
南
洋
材

〇
焼
畑
移
動
耕
作
、
薪
炭
林
の
伐
採
等

に
よ
る
森
林
資
源
の
減
少

0
優
良
な
ラ
ワ
ン
材
資
源
等
の
減
少
。

し
か
し
、

15ー

20
年
後
に
は
回
復
の

見
込
み
。

＊
近
年
、
木
材
輸
出
国
は
、
丸
太
の
輸

出
を
規
制
し
、
製
品
の
輸
出
を
増
大
さ

せ
よ
う
と
す
る
動
き
を
強
め
る
と
と
も

に
、
我
が
国
に
対
し
て
、
木
材
製
品
の

関
税
引
き
下
げ
を
強
く
要
請
し
て
き
て

い
る
。

二
、
林
業
経
営
に
つ
い
て

日
現
在
、
木
材
生
産
で
成
立
し
て
い
る

林
業
地
は
‘
条
件
に
恵
ま
れ
た
特
定

の
地
域
で
あ
る
。

口
林
業
の
現
状
、
将
来

ア
木
材
不
況
↓
木
材
普
況

現
在
の
状
態
が
普
通
の
状
況

昭
和

55
年
第

2
次
石
油
危
機
以
後
、

木
材
の
需
要
は
激
減
し
た
（
予
想
を

は
る
か
に
上
回
っ
た
）

高

橋丸

秀

一
（
大
洲
・
会
長
）

夫
（
肱
川
・
会
長
）

亨
（
上

行
（
伊
予
―
―
―
島
）

昭
和

60
年
度

愛
媛
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
。
フ
連
絡
協
議
会
総
会

地
域
林
業
の
組
織
化
を
め
さ
し
て

渕

本

修

森

繁

石

浮

穴）

イ
木
を
売
る

作
り
育
て
た
木
を
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
売
る

ウ
地
域
ぐ
る
み
の
複
合
経
営
体
制
を
強

レしィ異
業
種
（
林
業
と
農
業
、
建
設
業
、

商
工
業
他
）
の
連
携
を
強
化

三
、
木
材
需
要
の
拡
大
対
策
事
例

単
な
る
木
材
の

P
R
だ
け
の
時
代
は

す
ぎ
た
。

消
費
の
需
要
に
結
び
つ
い
た

P
R
、

売
る
・
売
れ
る
P
R

を
”
~

＊

事

例

＊

A
渋
谷
衷
息
ハ
ン
ズ

◎
大
々
的
日
曜
大
工
セ
ン
タ
ー

お
客
の
目
的
に
応
じ
、
各
々
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
サ
ー
ビ
ス
と
一
緒
に
売
っ

て
い
る
。
〔
東
京
都
〕

B
オ
ガ
ク
ズ
↓
木
ヌ
カ
と
し
て
製
造
・

販
売
〔
長
野
県
〕

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
プ
ナ
…
…
等

．
C
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
の
炭

火
持
ち
が

2
ー

3
時
間
で
手
ご
ろ
、

一
般
家
庭
で
好
評
I.

〔
三
重
県
他
〕

D
木
造
三
階
建
認
可
〔
建
設
省
〕

細
い
計
算
不
要
↓
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
作
成
。
但
し
、
未
だ
一
件
の
申

請
も
な
い
、
と
の
こ
と
。
今
後
に
期

寺
。
4
1
 
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
建
物
を
木
造

で
9
.

E
木
材
乾
燥
施
設
（
林
構
）

鉄
工
設
計
↓
最
終
段
階
で
木
造
に
。

〔
三
重
県
海
山
森
林
組
合
〕

F
木
造
住
宅
相
談
所
設
置

県
内
各
地
に
目
印
取
付
（
国
叫
）

〔
静
岡
県
木
連
〕

.G
間
伐
材
協
力
（
製
材
）
工
場
組
合
の

設
立
〔
栃
木
県
〕

H
2
X
4
住
宅

20
％
増

2
万
戸
に

(60

万
戸
中

3
%
）

2
X
4
エ
法
材
料
を
国
産
材
で

〔
高
知
県
〕

.I
公
営
住
宅
の
木
造
化
復
活

昭
和

59
年
度
全
国
置
戸

J
木
造
住
宅
新
築
・
購
入
資
金
の
融
資

制
度
の
発
足
〔
各
県
〕

58
年
度

1
6県

59
年
度

1
1
7
県
（
愛
媛
県

59161)

60
年
度
ー

28
県

四
、
将
来
の
林
業
経
営

複
合
型
経
営
の
展
開

単
品
で
は
成
り
た
た
な
い

。

今
一
度
、
自
分
の
経
営
の

見
直
し
、
合
理
化
を
I

＊
質
疑
応
答
＊

Q

久

万

町

西

岡

氏

最
近
‘
売
る
こ
と
ば
か
り

を
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
私
と
し
て
は
‘
や
は
り

木
を
作
る
こ
と
育
て
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
‘
よ
り
良
い

製
品
を
少
し
で
も
安
く
出
せ

る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

A
そ
れ
は
、
そ
の
と
お
り

で
す
。
あ
く
ま
で
も
育
林
か

あ
っ
て
、
材
が
で
て
く
る
の

で
あ
り
、
今
後
と
も
林
業
と

木
材
産
業
が
一
体
と
な
り
‘

車
の
両
輪
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

あなたも一棟作ってみませんか （栃木県鹿沼）

＊
終
り
に
あ
た
っ
て
＊

愛
媛
大
学
農
学
部

教

授

猪

瀬

◎
林
研
と
は
＂

民
有
林
の
経
営
の
改
善
を
図
る
た
め

の
普
及
指
導
の
客
体
で
あ
る
。

個
人
が
バ
ラ
バ
ラ
で
や
っ
て
い
て
も

効
果
は
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
。
グ
ル
ー

プ
で
目
的
を
定
め
、
経
営
の
改
善
に
ま

い
進
す
べ
き
で
あ
る
。

◎
組
織
化
に
つ
い
て

指
導
林
家
、
青
年
林
業
士
、
間
伐
推

進
員
等
、
名
前
は
そ
ろ
え
た
が
、
今
後
‘

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

◎
林
業
経
営

社
会
の
多
様
化
↓
専
門
化
を
よ
ぎ
な

く
し
て
い
る
。

地
域
林
業
の
確
立
を
目
指
し
て
、
今

後
、
保
育
作
業
で
食
べ
て
い
け
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

林
・
改
古
川

理
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優良材生産は直材づくりから．I

第 381 昭和60年6月7日
肱川土場木材相場表 県森連市より ・（単位オ当り：円）

ス ギ ヒ ノ キ マッ
長さ 未口径 その他

チョク マカ·• リ チョク マカいリ

7cmr 本 250 本 75 本 250 本 75 松パルプ

8cmJ:::. 45 26 75 30 未口 6cm上
4m  13cm....l:. 51 33 98 68 18cm上 56 長さ 2m
18cmJ:. 66 112 24cm上 63 31円
30cmJ::. 116 214 30cm上 74

雑パルプ
7cmr 本 110本 28 本 110 本 28 未口 6cm上
8cmJ:. 33 21 39 23 長さ 2m

3m  
llcmJ:::. 33 21 71 23 39円
13cmに］ 70 116 18cm..l::53 
13cmほ） 102 179 24cmJ:.56 ノ<リ方ォ

18cm」ニ 56 102 30cmJ::.67 材（松・杉・桧）
未口 3-6cm 

7cmr 本 43本 9 本 43 本 ， 長さ 2m

2m  
8cmJ:. 18 7 18 7 1本57円
16cm...t. 28 18 46 21 13cmJ:: 31 
30cmJ:. 56 109 30cmJ::: 31 松ハリ材

13cmに；）
16cm-22cm 

6m  70 187 3m 56円
13cm（元） 95 294 4m 60円

特選
13cmに） 126 231 5m 81円
13cm（元） 249 511 6m 74円

足場 lm当り25-150円 尺当り 8~50円 1等材

イ庸考
今回も前回に続き当用買いで全般にやや低調。 しかし、杉・桧

良材は品薄気配で高値。

『=＝’ =—— 』
っ 椎茸市況・

I 

------パ
椎茸生産はクヌギ林造成から．I

1肱川町森林組合乾椎茸相場表 I

1. 市売日•…••昭和60年 5 月 27 日

1.販売数量……80ケース 1,022. 5kg 

1.数量内容及び平均単価

区分 銘香 信ドンコ

数置(kg)I 2 9 5. 5 

比率（％） 2 8.9 

乎均単価 6, l 5 0 

1.銘柄別価格

特用バレ コーコ その他

506.11- 1220.9 

49.51-1  21.6 

4,2701- 13,050 

合名 杓丙 単 イ面 銘 杓丙 単 1面

大 厚 11,000 ドンコ小 5,700 

中厚上 特用大葉 6,000 

中厚並 8,200 大 パ レ 4,350 

小 厚 7,500 特用中葉 5,850 

大ウス 6,900 中バレ 4,300 

中ウス上 特用小葉 4,100 

中ウス並 6. 5 0 0 4ヽ ノ< レ 3,550 

4ヽ ウス 5,150 変汗多大 6,200 

ジャミウス 4,500 変形小 5,050 

ドンコ大 11,000 色 落 3,200 

ドンコ中 9,000 コーコ

曰
肥
培
管
理

①
草
生
管
理

5
月
に
草
刈
り
を
実

施
し
な
か
っ
た
園
で

は
、
梅
雨
前
に
是
非

草
刈
り
を
実
施
す
る
。

草
を
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
、
草
と

栗
の
樹
と
の
養
水
分

の
競
合
を
起
こ
す
の

で
早
目
に
刈
り
取
っ

て
樹
幹
周
辺
に
被
覆

材
料
と
し
て
利
用
す

れ
ば
‘
草
が
吸
収
し

て
い
る
養
分
は
土
壌

に
還
元
さ
れ
栗
に
吸

収
さ
れ
る
。

②
追
肥
の
施
用

栗
は

6
月
中
ー
下
旬

の
開
花
期
に
養
分
の

消
耗
が
多
く
、
開
花

直
前
に
肥
料
切
れ
を

起
し
た
り
、
新
梢
の

伸
長
が
劣
る
場
合
が

多
い
。

こ
の
時
期
に
肥
料
切

れ
す
る
と
樹
勢
も
弱

く
な
り
、
き
ゅ
う
果

の
生
理
落
果
も
多
く

な
っ
て
く
る
の
で
、

追
肥
は
忘
れ
ず
施
す

栗

6
月
の
果
樹
園
管
理

必
要
が
あ
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
表

1
を
参
照
）

口
病
害
虫
防
除

①
実
た
ん
そ
病

実
た
ん
そ
病
の
感
染
は
、
展
葉

と
同
時
に
葉
に
対
す
る
侵
入
が

は
じ
ま
る
。

葉
に
対
す
る
感
染
期
は

5
月
末

ー
梅
雨
期
に
か
け
て
盛
ん
に
な

り
‘
き
ゅ
う
果
に
対
す
る
侵
入

は
7
月
上
旬

1
8
月
下
旬
頃
ま

で
続
く
の
で
、
葉
の
発
病
し
て

い
る
園
に
お
い
て
は
、

6
月
中

旬

1
8
月
に
か
け
て
、
ベ
ン
レ
ー

ト
水
和
剤
国
倍
又
は
ビ
ス
ダ
イ

セ
ン
水
和
剤

800
倍
を

2
1
3
回

散
布
す
る
。

②
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

冬
期
に
薬
剤
散
布
し
た
も
の
は
‘

は
と
ん
ど
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
成

長
は
み
ら
れ
ず
‘
越
冬
期
の
ま

ま
付
着
し
て
い
る
が
、
生
き
て

い
る
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
‘
闊

mm

前
後
に
な
り

6
月
中
ー
下
旬
に

新
生
虫
が
出
て
く
る
。

防
除
は
、
発
生
ピ
ー
ク
が
過
ぎ

た
こ
ろ
の

6
月
下
旬

1
7
月
上

旬
に
、
エ
ル
サ
ン
乳
剤
国
倍
か

エ
ル
サ

ン
粉
剤
、
又
は
、
ス
プ

ラ
サ
イ
ド
乳
剤
国
倍
を
散
布
し
、

さ
ら
に
そ
の

3
週
間
後
の

7
月

中
旬
ー
下
旬
に
同
じ
薬
剤
に
て

防
除
を
行
な
う
。

曰
肥
培
管
理

①
梅
雨
対
策

年
間
の
雨
の
い
％
位
が

6
月
に

降
る
。

傾
斜
地
果
樹
園
で
は
、
長
雨
や

豪
雨
に
よ
る
表
土
や
肥
料
の
流

亡
が
激
し
い

。

こ
の
対
策
と
し
て
は
‘
敷
ワ
ラ

や
刈
り
草
な
ど
で
地
表
を
被
覆

し
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

排
水
の
悪
い
園
で
は
排
水
対
策

を
講
じ
て
お
く
。

②
除
草梅
雨
期
は
雑
草
の
繁
茂
が
旺
盛

な
時
期
で
あ
る
。

草
丈
が
高
く
な
っ
て
柚
子
の
下

枝
が
草
で
見
え
な
く
な
る
こ
と

の
な
い
よ
う
早
目
に
除
草
す
る
。

6
月
の
草
は
、
鎌
や
草
刈
り
機

で
刈
り
払
っ
て
有
機
物
の
補
給

源
と
し
、
梅
雨
明
け
後
の

7
月

に
伸
び
て
き
た
草
は
除
草
剤
等

で
処
理
す
る
と
良
い
。

③
施
肥肥
料
切
れ
を
起
こ
さ
な
い

よ
う

に
施
肥
を
行
っ
た
ほ
う
か
着
葉

数
が
多
く
、
隔
年
結
果
は
少
な

く
収
益
性
は
高
い
。

そ
こ
で
梅
雨
明
け
前
の

6
月
下

旬
に
表

2

（
次
ペ

ー
ジ
）
の
施

肥
例
を
目
安
に
施
肥
を
行
う
。

口
病
害
虫
防
除

①
ハ
ダ
ニ
年
間

10
数
世
代
発
生
し
、

6
i

7
月
頃
と

10
ー
11
月
頃
に
多
発

＇ 
柚
子
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表1栗の夏肥施用例目標収量400kg/10a 

時期 肥料名 施肥料(10a当り必要量）

2~3年生 5kg 

6 樹 4~6年生 12kg 

月 愛媛くり
7~8年生 23kg 

上 肥料

旬 齢 9~10年生 30kg 

11年生以上 40kg 

表2 柚子の夏肥施用例

時期 肥料名 施肥量(10a当り必要量）

定植年～
15kg 

6 樹 3年生

月 燐硝安加里
4~5年生 25kg 

下 S604 

旬 齢
6年生以上 50kg 

す
る
傾
向
が
あ
る
。

防
除
は
初
期
に
徹
底
す
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
た
め
成
虫

が
1
葉
平
均

2
ー

3
頭
に
な
れ

ば
早
め
に
徹
底
し
た
防
除
を
す

る。薬
剤
は
‘
ト
ー
ラ

ッ
ク
乳
剤

800

倍
が
有
効
で
あ
る
。

②
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

樹
勢
の
弱
っ
た
樹
、
密
植
で
風

通
し
の
悪
い
園
に
お
い
て
発
生

が
多
く
見
ら
れ
る
。

初
発
生
か
ら

30
日
ま
で
に
、
ス

プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
国
倍
を
散
布

す
る
。

③
黒
点
病
発
生
量
の
多
少
は
、
雨
量
と
枯

枝
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

樹
冠
内
の
枯
枝
の
除
去
と
予
防

散
布
に
努
め
る
。

防
除
は
‘
降
雨
量

200i250mm
ま

た
は

30
日
間
隔
で
ジ
マ
ン
ダ
イ

セ
ン
水
和
剤

600
倍
か
‘
エ
ム
ダ

イ
フ
ァ
ー
水
和
剤

600
倍
を
散
布

す
る
。

夏
野
菜
の
敷
草
と

干
害
防
止

夏
野
菜
に
は
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
ト

マ
ト
・
サ
ト
イ
モ
・
イ
ン
ゲ

ン
な
ど
数

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
期
予
報
（
五
月
二
十
日
発
表
）
に

よ
る
と
、
平
年
並
に
梅
雨
入
り
し
平
年

よ
り
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
、
今
年
も

暑
い
日
が
続
く
と
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
野
菜
を
畑
で
栽
培
し
て
い
る
方
は

特
に
干
害
対
策
に
つ
い
て
十
分
注
意
す

る
。干

害
対
策
の
第
一
は
、
畦
全
対
に
敷

草
す
る
こ
と
で
す
。

敷
草
の
材
料
は
‘
稲
麦
の
ワ
ラ
、
カ

ヤ
草
、
刈
草
な
ど
で
あ
り
‘
敷
草
の
厚

r.J.,
．＇r
)
I
『)．ら
―r.
，＇]＇
L
1
r
r
,
．ー・ー
fi-J']

〇ゆ大iii室＝38

春夏秋冬、いいお湯たっぷり 1ヶ月約5,000

円から6,000円もの燃料が節約できます。

お問い合わせは、農協へ。

ゆ
ワ
イ
タ
ー
推
進
中
II.

野

薬

み
は
十
五／
か
ら
十
二
〖こ

に
す
る

。

敷
草
の
効
果
は
地
面
の
地
温
上
界
及

び
地
表
面
の
水
分
蒸
散
を
抑
制
す
る
大

き
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
。

第
二
の
方
法
は
、
灌
水
で
す
が
、
野

菜
が
一
番
水
を
要
求
す
る
時
期
は
果
実

が
肥
大
す
る
と
き
で
す
。

梅
雨
明
け
後
急
激
に
高
温
に
な
る
と

地
上
部
と
地
下
部
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の

た
め
萎
凋
す
る
場
合
が
あ
る
。

灌
水
す
る
場
合
は
夕
方
に
行
う
と
よ

、
。
し

濯
水
す
る
水
に
液
肥
ま
た
は
肥
料
を

薄
く
溶
い
た
も
の
を
灌
水
す
る
と
野
菜

の
樹
勢
の
維
持
と
水
持
ち
が
よ
く
な
る
。

第
三
の
方
法
は
、
収
穫
適
期
に
な
れ

ば
出
来
る
だ
け
早
期
収
穫
を
す
る
。

特
に
、
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
の
様
に
長

期
間
収
穫
す
る
も
の
は
‘
若
ど
り
を
す

る
程
、
樹
勢
の
維
持
に
よ
っ
て
長
期
の

栽
培
と
な
る
。

l

l

l

ナ＿
l

-

キ
イ
ロ
ア
ザ
＿
l

-

ウ
マ
の

早
期
発
見
と
防
除

高
温
乾
燥
に
よ
っ
て
猛
威
で
も
っ
て

大
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
に
被
害
を

み
ま
す

の
で
、
葉
上
に
黄
色
で
極
小
の

虫
を
み
た
ら
‘
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
と
み
て
よ
い
で
す
か
ら
マ
ラ
バ
ッ

サ
乳
剤
の
千
五
百
倍
液
で
早
期
防
除
を

す
る
こ
と
。

← ヽ

中且正[小 大 L7 < l 7 
津尾:f,J 山林―J 藪 谷 p月 1IJ 9 1IJ 2 日月
・・・・・ ・ 日日 日日日日日日日日日日日日日日
小岩早中大耳汗 肱 ガス 倹倹 （水）（灼（木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （火）

倉谷心谷吟馬生 栄達配 宇小塁 津中虹月大岩宇宇津中匹月大岩宇宇津中匹月

18 /1R5 ¥ t （8 口＼ /5A¥ 22 2 i『藪予 ．籠谷谷和和．籠谷谷和和．藷
困 ~3n01 2＼月4）2回0（月） （1火2） 定予 方I 岩. 定 ヱ予ー小・方方 川川 ヱ予小・方方 川川 ヱ予小・

因 （水）出 倹） 日 面谷日 林薮面面北南林藪面面北南林藪
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鍛
練
還
足
ー
大
谷
小
学
校

肱
川
町
で
は
‘
校
長
会
と
教
育
委
員

会
に
よ
っ
て
、
人
づ
く
り
重
点
目
標
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
つ
の
重
点
目
標
が
設
定
さ
れ
て
お

り
‘
曰
が
ま
ん
す
る
心
‘
口
正
直
な
心

ロ
や
さ
し

い

心

四

勇

気

国

自

主

・

自
律
で
す
。

大
谷
小
学
校
（
佐
伯
輝
宣
校
長
）
で

は
‘
五
月
九
日
に
目
標
の
―
つ

、
「
が
ま

ん
す
る
こ
と
」
を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
、

学
校
行
事
を
見
直
し
、
鍛
練
遠
足
を
実

施
し
ま
し
た
。

全
校
児
童
四
十
名
は
‘
低
学
年
と
高

学
年
に
わ
か
れ
、
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
徒
歩
で
、
心

と
体
を
鍛
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
や
つ
は
な
し
、
全
員
日

の
丸
弁
当
で
し
た
。

鍛
練
遠
足
を
体
験
し
た
、
二
人
の
児

・

童
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

＿

え

ん

足

＿

慰
二

'

|

/
1
 

山
に
行
っ
て
、
上
ガ
つ
だ
り
あ
り
だ
り

し
て
あ
そ
び
ま
し
だ
。

お
昼
に
な
っ
て
あ
べ
ん
と
う
を
だ
べ

ま
し
だ
。
あ
べ
ん
と
う
は
、
日
の
ま
る

べ
ん
と
う
で
、
と
て
も
お
な
カ
ガ
す
い

て
い
だ
の
で
あ
い
し
力
つ
だ
で
す
。
お

わ
っ
て
力
ら
お
ち
ゃ
を
の
み
ま
し
だ
。

そ
し
て
、
六
年
の
と
く
山
く
ん
と
話

し
だ
り
あ
そ
ん
だ
り
し
ま
し
だ
。
ひ
ら

い
先
生
ガ
、

「
だ
力
ら
さ
ガ
し
を
可
る
ぞ
Lo

と
、
い
い
ま
し
だ
。
み
ん
な
で
さ
ガ
し

ま
し
だ
。
け
ん
ち
ゃ
ん
ガ
一
＿
つ
、
力
つ

ち
ゃ
ん
ガ
―
つ
と
り
ま
し
だ
。
さ
ガ
し

だ
人
に
は
、
な
に
力
し
ょ
う
ひ
ん
を
も

ら
い
ま
し
だ
。
ぽ
く
も
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
だ
。

き
ょ
う
の
え
ん
足
に
は
、
お
力
し
は

も
っ
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
だ
。
で
も
、

あ
そ
ぶ
の
ガ
だ
の
し
力
つ
だ
で
す
。

05書

-----ムられ遍L..-』
おいし～い。日の丸弁当。

gな
れ
ん
遠
足
」

ー

ー

1

レ

一

ん一さ―子―京一上

年5

井一

I
I
I
I
r
1
 

還
足
を
楽
し

疇
は
じ
め
は
、
だ
ん
れ
ん

み
に
し
て
い
ま
し
だ
。
で
も
、
だ
ん
だ

ん
と
遠
足
の
日
ガ
近
つ
く
に
つ
れ
て
、

お
や
つ
は
な
し
と
力
、
長
い
き
よ
り
と

ヵ
、
日
の
丸
弁
当
と
力
い
ろ
い
ろ
聞
く

と
、
う
れ
し
さ
ガ
ぬ
け
て
い
く
み
だ
げ

で
し
だ
。

い
よ
い
よ
だ
ん
れ
ん
遠
足
の
日
で
可
。

お
田
さ
ん
に
日
の
丸
弁
当
を
作
っ
て
も

ら
っ
て
、
み
ん
な
て
歩
い
て
行
き
ま
し

だ
。
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
歩
け
る
の

力
不
安
で
し
だ
。

学
校
力
ら

□石
の
バ
ス
の
車
靡
の
上

を
追
っ
て
、
な
ん
松
に
与
き
ま
し
だ
。

山
這
を
遅
っ
て
、
中
野
の
石
丸
に
行
き

久
下
の
上
に
出
ま
し
だ
。
と
て
も
勺
△

ガ
美
し
く
見
え
ま
し
だ
。
そ
れ
力
ら
、

登
っ
だ
り
く
だ
っ
だ
り
し
て
、
や
っ
と

お
弁
当
に
な
り
ま
し
だ
。

わ
だ
し
の
あ
弁
当
は
、
お
に
ぎ
り
ガ

五
つ
で
、
だ
わ
ら
あ
む
す
び
と
三
角
の

あ
に
ぎ
り
で
し
だ
。
う
め
ぼ
し
ガ
、
す
っ

ば
く
て
あ
い
し
力
つ
だ
で
す
。

少
し
休
ん
で
、
み
ん
な
て
だ
力
ら
さ

ガ
し
を
し
て
遊
び
ま
し
だ
。
と
て
も
楽

し
力
つ
だ
で
す
。

ま
だ
歩
き
始
め
ま
し
だ
。
二
本
松
を

逹
っ
て
、
大
屋
敷
に
行
き
ま
し
だ
。
わ

だ
し
は
、
こ
こ
で
家
に
帰
り
だ
い
な
と

歩け、 歩け・・・・・・

思
っ
だ
け
ど
、
も
う
少
し
だ
力
ら
ガ
ん

ば
ろ
う
と
思
い
な
ガ
ら
学
校
に
行
き
ま

し
だ
。解
散
し
て
、
学
校
力
ら
家
に
帰
る
と

足
ガ
い
だ
く
な
っ
て
き
ま
し
だ
。
わ
だ

し
ガ
、
遠
足
の
こ
と
を
田
に
話
す
と
、

「
し
ん
ど
ヵ
っ
だ
ろ
う
Lo

と
言
わ
れ
ま
し
だ
。

だ
ん
れ
ん
遠
足
は
、
芭
し
力
つ
だ
ガ

と
て
も
楽
し
力
つ
だ
で
す
。
来
年
も
、

だ
ん
れ
ん
遠
足
ガ
あ
っ
だ
ら
「
も
っ
と

長
い
き
よ
り
を
歩
い
て
み
だ
い
Lo

と
思

い
ま
す
。

忍
耐
カ
・
耐
性
の
欠
け
て
い
る
と
い

う
点
で
は
‘
肱
川
町
の
子
供
だ
け
で
な

V
、
現
代
っ
子
特
有
の
も
の
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
が
ま
ん
す
る
心
」
が
欠
け
る

事
に
よ
り
、
子
供
達
の
非
行
や
暴
力
の

問
題
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
学
校
行
事
・

P
T
A
や

愛
護
班
で
、
家
庭
生
活
の
中
で
育
て
て

い
く
事
が
大
切
で
し
ょ
う
。

特
に
幼
児
期
の
「
し
つ
け
」
で
考
え

て
み
た
い
問
題
で
す
。

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
テ
レ
ト
ピ
ア
構

想
な
ど
、
昭
和
六
十
年
代

は
高
度
情
報
化
の
社
会
と

い
わ
れ
て
い
る
。

先
日
、
松
山
市
の
デ
パ
ー

ト
で
、
愛
媛
県
と

N
H
K

に
よ
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

|
|
ー
展
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
、

の
ぞ
い
て
み
た
。

高
性
能
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ

プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
・
ワ
ー
。
フ
ロ
・

パ
ソ
コ
ン
・
ビ
デ
オ
関
係
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
械
が
並
ん
で
お

り
、
そ
こ
で
子
供
達
は
生
き
生
き

と
見
た
り
、
操
作
し
た
り
し
て
い

こ。t
 私
達
は
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と

い
う
横
文
字
だ
け
で
、
あ
き
ら
め

の
気
持
が
先
に
立
つ
が
、
現
代
っ

子
の
素
晴
ら
し
い
一
面
を
見
た
の

ご。t
 人
生
八
十
年
と
い
い
、
生
涯
学

習
の
時
代
と
も
い
う
。
田
舎
で
の

ん
び
り
と
暮
ら
せ
る
と
い
う
時
代

で
は
、
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
少
く
と
も
、
向
こ

う
か
ら
い
や
お
う
な
し
に
情
報

は
、
大
量
に
入
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。そ

れ
な
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る

心
が
ま
え
だ
け
は
‘
磨
き
つ
づ
け

た
い
も
の
で
あ
る
。

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
…
…
。

ファインダー 麿
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今
月
は
、
家
族
制
度
の
中
か
ら
「
家

長
」
に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま
す
。

5

「
村
」
の
構
成
単
位
は
「
家
」
で
あ

り
、
久
し
く
家
は
固
人
を
こ
え
て
永
続

可
る
―
つ
の
社
会
的
な
単
位
と
み
ら
れ

て
い
だ
。
今
日
て
は
そ
う
し
だ
家
族
制

も
法
律
上
は
な
く
な
っ
だ
。
し
力
し
、

実
際
の
生
活
て
は
、
い
ま
だ
に
慣
昏
的

に
親
子
代
刃
続
い
て
ゆ
く
家
と
い
う
考

え
方
ガ
色
濃
く

残
っ
て
い
る
。

家
長
は
、
村

内
に
あ
い
て
は

家
の
代
表
者
で

あ
り
、
家
庭
内

に
お
い
て
も
強

い
権
限
を
有
し

て
い
だ
。
家
長

の
暉
称
と
し
て

は
、
「
カ
ヤ
ジ
」
、

「
オ
ト
ッ
ツ
ァ

ン」
、「
ト
ウ
チ
ャ

ン
」
・
「
ホ
ン
ニ

ン
L
な
ど
ガ
聞

力
れ
だ
。

家
畏
権
の
強
さ
を
示
可
も
の
と
し
て

は
、
ユ
）
l
j
(
イ
ロ
リ
）
の
座
、
入
浴

順
な
ど
ガ
あ
る
。
家
長
の
座
は
、
「
カ

ミ
座
L
‘
/
]
コ
ウ
座
」
、
「
キ
座
L
、
「
タ

ヵ
匡
な
ど
と
暉
ば
れ
、
こ
れ
は
大
黒

柱
や
床
の
間
に
最
も
近
い
所
の
座
で
あ

る
。
家
長
以
外
は
誰
も
座
る
こ
と
ガ
で

き
す
、
来
客
ガ
涜
つ
て
も
絶
対
に
座
ら

せ
る
こ
と
は
な
力
つ
だ
と
い
う
。

入
浴
順
は
隠
居
者
（
祖
父
）
ガ
い
れ

家族副渡〗
ひじかわの属儀⑦

ば
、
隠
居
者
力
ら
先
に
入
っ
だ
ガ
、
い

な
い
場
合
は
、
家
長
、
長
兄
、
そ
し
て

最
後
に
主
婦
ガ
入
っ
て
い
だ
。
食
事
の

配
繕
順
も
家
長
力
ら
先
に
配
ら
れ
、
内

容
も
良
い
物
ガ
配
ら
れ
て
い
だ
と
い

ぅ
゜家
長
は
、
家
族
全
貴
の
面
倒
を
み
な

け
れ
ば
な
ら
す
、
養
蚕
や
「
は
ぜ
と
り
」

な
ど
の
農
作
業
の
仕
事
割
を
し
だ
り
、

年
間
の
作
付
酎
画
を
立
て
て
い
だ
。
ま

だ
子
供
の
教
育
、
結
婚
、
職
業
選
択
に

関
し
て
、
家
長
は
強
い
権
限
を
有
し
て

い
だ
。
寄
合
や
共
同
作
業
に
も
参
加
す

る
の
も
家
長
の
役
自
で
あ
り
、
病
気
な

ど
で
参
加
て
き
な
い
場
合
は
、
王
婦
や

長
男
ガ
代
理
と
し
て
参
加
し
て
い
だ
。

造
つ
く
り
に
主
婦
ガ
参
加
す
る
と
、

一

人
役
の
ニ

・
三
割
を
支
払
っ
て
い
だ

（
汗
生
、
赤
岩
緊
喜
・
旺
田
伊
佐
美
・

森
末
一
）
。
ま
だ
休
ん
だ
場
合
は
、

出
不
足
金
を
払
っ
て
い
だ
。

サ
イ
フ
の
管
理
は
家
長
の
務
め
で
あ

り
、
お
金
の
助
要
な
時
に
主
婦
に
渡
し

て
い
だ
り
、
購
入
し
だ
物
に
対
し
て
盆

や
正
月
に
一
括
し
て
渡
し
て
い
だ
。
ま

だ
郎
落
の
共
有
財
産

（共
有
山
・
葬
式

造
具
な
ど
）
を
惜
り
る
場
合
も
、
財
産

を
処
分
可
る
場
合
も
家
長
ガ
行
っ
て
い

だ
と
い
う
具
合
に
、
家
計
の
管
理
は
家

長
ガ
行
っ
て
い
だ
。

例
外
と
し
て
は
、
婿
養
子
の
家
で
は

「
カ
カ
タ
イ
シ
ョ
ウ
」
と
い
っ
て
、
王
婦

の
カ
ガ
強
い
こ
と
も
あ
っ
だ
。
（
久
保
、

宮
川
重
稔
•
宮
）
ア
ヤ
コ
）
5

家
族
の
存
続
・
維
持
に
関
す
る
相
続
‘

分
家

・
隠
居
の
制
度
な
ど
家
族
員
が
家

長
の
強
い
統
制
下
に
あ
っ
た
「
家
族
制

度
」
は
、
現
在
の
民
法
が
昭
和
二
十
三

年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
廃
止
さ
れ
た
。

戦
後
の
四
十
年
間
、
社
会
・
経
済
の

著
し
い
変
ぼ
う
は
、
家
庭
の
機
能
や
生

活
に
も
か
っ
て
な
い
変
化
を
も
た
ら
し

今
日
で
は
家
庭
教
育
の
あ
り
方
が
大
き

な
社
会
問
題
と
し
て
問
わ
れ
て
い
ま

す
。す

な
わ
ち
少
子
家
庭
や
核
家
族
化
、

婦
人
の
就
労
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

極

族
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
に
伴
い

親
の
過
保
護
・
放
任
・
父
親
不
在
な
ど

「
家
庭
で
の
教
育
機
能
」
が
低
下
し
、
子

五
月
二
十
四
日
朝
の
テ
レ
ビ
に
「
和
泉

雅
子
さ
ん
‘
北
挺
踏
破
断
念
‘
求
援
依
頼
」

の
映
像
が
出
ま
し
た
。

私
は
そ
の
時
白
瀬
屈
を
思
い
お
こ
し
ま

し
た
。
我
が
国
最
初
の
南
極
探
検
隊
長
で
、

探
検
家
に
な
ろ
う
と
の
少
年
時
代
の
希
望

を
貫
き
‘
一
九
一

0
1
ー
ニ
年
に
わ
た
り
‘

二
0
四
ト
ン
の
木
造
船
図
□
[fo 

そ
の
頃
、
白
瀬
と
同
じ
く
南
棒
点
一

番
乗
り
を
目
指
し
て
い
た
の
は
‘

ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ア
ム
ン
ゼ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
の
ス

コ
ッ
ト
で
し
た
。
周
到
な
計
画
と
準
備
で

臨
ん
だ
ア
ム
ン
ゼ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
と
の
先

陣
争
い
に
勝
ち
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
ス
コ

ッ
ト
隊
は
帰
途
全
員
が
凍
死

し
ま
し
た
。
スコ

ッ
ト
に
つ
い
て
不
可
解
な
の

は
、
阪
地
突
進
隊
は
四
人
の
予
定
で
装
備
は
全

て
四
人
む
き
に
し
て
い
た
の
に
一
人
加
え
て
五

人
に
し
た
こ
と
で
す
。

一
番
乗
り
の
感
激
を
一

人
で
も
多
く
に
味
あ
わ
せ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

~
。力

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
教
科
書
に
は
‘
ア
ム
ン
ゼ
ン

の
一
番
乗
り
を
絶
賛
し
た
次
に
は
‘
日
本
の
白

瀬
は
わ
ず
か
二
0
0
ト
ン
の
木
造
船
で
南
挺
ヘ

行
っ
た
の
も
勇
気
が
あ
る
が
、
極
点
に
到
達
で

き
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
限
度
を
心

得
て
‘
全
員
の
無
事
を
第
一
に
考
え
て
、
引
き

返
す
決
断
を
し
た
こ
と
は
更
に
勇
気
が
あ
る
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。

勇 気

可

岩谷小

平田知之

供
の
健
全
育
成
の
う
え
か
ら
も
家
庭
教

育
の
充
実
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い

る
の
で
す
。

さ
ら
に
子
供
を
健
全
に
育
成
し
て
ゆ

く
た
め
に
は
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

の
連
携
・
協
力
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

自
分
の
子
も
他
人
の
子
も
す
べ
て
「
肱

川
の
子
」
な
の
で
す
。

子
供
の
健
全
育
成
が
叫
ば
れ
だ
し
て

久
し
い
。
今
は
‘
か
け
声
だ
け
に
終
る

こ
と
な
く
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

段
階
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

肱
川
町
で
は
‘
幼
・
小
・
中
一

貫
し
た

人
づ
く
り
重
点
目
標
の
―
つ
に
勇
気
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
勇
気
に
も
多
様
な
捉

え
方
が
あ
り
‘
勇
気
あ
る
行
動
を
と
る
場

面
も
千
差
万
別
で
す
。

求
援
を
前
提
に
突
進
す
る
人
、
周
到
な

計
画
と
準
備
で
臨
む
人
、
感
激
を
共
に
す

る
こ
と
を
選
ぶ
人
、
引
き

返
す
決
断
を
す
る
人
と
簡

単
に
割
り
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
‘
勇
気
あ
る

探
検
家
の
一
側
面
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
四
人
の
勇

気
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

ま
た
‘
幼
・
小
・
中
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

に
お
け
る
勇
気
あ
る
行
動
と
は
ど
ん
な
こ

と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

百
家
争
鳴
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

次
は
、
予
子
林
の
上
甲
芳
幸
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。
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優
し
さ
と
厳
し
さ
を
も
っ
て
指
導
に
当

り
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

ご
活
躍
く
だ
さ
い

。

伽
洲
陳
撚
伽
狐
洲
洲
瓜
然
洲
撚
瓜
備
隙
卿
＇

五
月
二
十
六
日

松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
昭
和
六
十
年

度
社
団
法
人
愛
媛

県
文
化
財
保
護
協

繁喜さん

会
総
会
、
並
び
に
創
立
二
十
周
年
記
念

式
典
で
、
赤
岩
繁
喜
（
汗
生
）
さ
ん
が

文
化
財
保
護
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

赤

岩

さ

ん

は

、

昭

和

三

十

九

年

四

月
一
日
に
文
化
財
保
護
に
対
す
る
強

い
熱
意
と
活
動
を
高
く
評
価
さ
れ
、

初
代
委
員
の
一
人
と
し
て
任
命
さ
れ

こ。t
 そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
に
は
萩
野
尾

の
園
南
寺
で
弥
生
時
代
中
期
の
磨
製
石

斧
を
発
見
さ
れ
町
の
歴
史
の
証
明
や
、

町
民
の
考
古
の
世
界
に
対
す
る
関
心
を

高
め
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
肱
川

町
の
先
史
時
代
（
文
字
の
な
い
時
代
）

を
明
ら
か
に
す
る
鍵
と
も
な
る
長
瀬
遺

跡
・
馬
場
ノ
ナ
ル
遺
跡
発
見
の
き
っ
か

け
を
作

っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
町
の
歴
史
は
纏
文

時
代
早
期
前
半
（
約
一
万
年
前
）
か
ら

先
土
器
時
代
（
旧
石
器
時
代
・
約
二
万

年
前
）
に
ま
で
さ
か
の
ほ
る
と
い
う
考

古
学
的
功
績
を
あ
げ
る
こ
と
に
結
び
つ

ヽ
こ
。

し

t以
上
の
功
績
を
高
く
評
価
さ
れ
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

赤
岩
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
地
道
な

活
動
の
結
果
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
‘
こ

れ
ら
の
遺
跡
は
、
先
人
が
一
生
懸
命
に

●
汀

[
i
t
□〗
〖□〗
[

に
生
き
て
い
る
と
い
う
命
の

尊
さ
と
‘
今
後
力
強
く
生
き

ぬ
い
て
ゆ
く
力
を
養
う
よ
う

語
り
か
け
て
い
ま
す
。

0
生
活
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

0
香
典
返
し
や
お
見
舞
返
し
は
や
め
よ
う
／
．

鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
て
転
ん
だ
k
君
は

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

お
母
さ
ん
の
愛
情
は
‘
情
的
な
や
さ
し

い
愛
情
で
あ
り
、
お
父
さ
ん
は
‘
理
性
的

な
ぎ
び
し
い
愛
情
で
し
ょ
う
。

大
切
に
飼
っ
て
い
た
小
鳥
が
猫
に
襲
わ

れ
て
死
ん
だ
と
き
‘
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
供

を
抱
き
し
め
て
や
る
の
が
母
親
の
愛
情
と

す
れ
ば
‘
冷
た
く
な
っ
た
小
鳥
を
子
供
の

手
に
持
た
せ
、
死
の
意
味
・
死
の
悲
し
み
・

死
の
こ
わ
せ
を
教
え
聞
か
せ
る
の
が
父
親

の
愛
情
で
す
。

最
近
の
子
供
は
‘
つ
ら
さ
に
耐
え
る
カ

が
弱
い
よ
う
で
す
。
つ
ら
さ
に
耐
え
る
た

く
ま
し
さ
を
育
て
る
た
め
に
は
‘
幼
い
と

き
か
ら
適
度
の
困
っ
た
体
験
や
小
さ
な
失

敗
を
経
験
さ
せ
て
、
そ
の
き
り
ぬ
け
方
を

体
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
‘
困
っ
て
い
る
わ
が
子
を
じ
っ

と
見
守
る
父
親
の
き
び
し
い
愛
情
が
不
可

欠
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
か
最
近
は
‘
い
ろ
い
ろ
な
困
難
か

ら
子
供
を
先
に
先
に
守
ろ
う
と
す
る
「
や

さ
し
さ
」
い
っ
ぱ
い
の
父
親
が
ふ
え
て
い

ま
す
。

お
父
さ
ん
／
き
ぴ
し
い
愛
情
こ
そ
大
切

で
す
…
…
。

赤
い
血
を
見
て
大
声
で
泣
き
な
が
ら
家
に

帰
っ
て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
「
ま
あ
大

変
早
く
お
薬
を
つ
け
て
‘
こ
れ
で
大
丈

夫
か
し
ら
。
お
医
者
へ
行
こ
う
ね
。
」
と
大

慌
て
、
そ
の
上
「
も
う
こ
れ
か
ら
は
‘
け

が
を
す
る
よ
う
な
遊
び
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
よ
。」
…
…
と
。

|
K君
の
け
が
は
‘
軽
い
す
り
傷
だ

っ

た
の
で
す

loo

こ
ん
な
お
母
さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
子
供

が
「
た
く
ま
し
く
」
育
つ
で
し
ょ
う
か
。

幼
児
は
冒
険
が
好
き
で
、
す
り
傷
程
度

の
け
が
は
日
常
茶
飯
事
。
お
母
さ
ん
が
慌

て
た
り
‘
遊
び
の
禁
止
を
し
た
り
す
る
と
‘

憶
病
な
子
供
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

子
供
は
‘
小
さ
な
け
が
を
何
回
も
経
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
と
の
対
応
を
覚

え
、
安
全
に
対
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
て

い
く
の
で
す
。

屋
外
で
日
光
を
浴
び
‘
手
足
を
動
か
し

て
走
り
回
る
幼
児
：
…
。
こ
れ
が
健
康
な

幼
児
の
姿
で
す
。

不
測
の
事
態
に
う
ま
く
身
を
か
わ
し
て

安
全
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
運
動
能
力
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
／
．
小
さ
な
ケ
ガ
は
大
ケ
ガ
を

ま
ぬ
が
れ
る
…
…
こ
と
を
。

⑫
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恒
例
の
町
内
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は
‘
五
月
十
二
日

（
日
）
に
、

町
民
運

動
場
で
開
催
し
ま

し
た
。当
日
は
、
男
子

十
三
チ
ー
ム
、
女

子
九
チ
ー
ム

の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
、

本
当
に
暑
い
一
日

に
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
み
な
さ

ん
元
気
一
杯
で
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

結
果
は
、
女
子

の
部
は
、
上
鹿
野
川
チ
ー
ム
が
正
山

A

を
く
だ
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

一
方
、
男
子
の
部
は
、
正
山

A

・
大

谷

C
．
予
子
林
A
が
決
勝
リ
ー
グ
を
戦

い
ま
し
た
が
、
正
山

A
が
二
年
連
続
優

勝
し
ま
し
た
。

ー

ー

1
1
1
1
ー

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー

ー

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

バ
ハ
レ
—
ボ
ー
ル

一

一
教
室
へ
と
う
ぞ
一

ー

1
1
1
1
1
ー

ー

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー

ー

ー

1
1
1
1
1
ー

ー

ー

ー

町
内
放
送
で
も
、
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
と
お
り
‘
六
月
か
ら
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

次
の
要
領
で
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

毎
週
金
曜
日

午
後
七
時
三

0
分
か
ら

0
場
所
肱
川
中
学
校
体
育
館

〇
婦
人
の
方
、
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う

で
す
。

0

日
時

婦人ー上鹿野川

男子一正山 A
団内）＼レーポール大会一一

製◎

正山A 上鹿野川

購
入
図
書
紹
介

や
さ
し
い
子
ど
も
に
育
て
た
い
内
藤
寿
七
郎

い

の

ち

の

重

み

石

川

達

三

さ

さ

や

か

な

幸

福

を

田

中

澄

江

女
の
器
量
は
こ
と
ば
し
だ
い広
瀬
久
美
子

保

守

本

流

の

直

言

田

中

六

助

村
の
本
音
百
姓
の
ホ
ン
ネ
山
下
惣
一

過

疎

を

逆

手

に

と

る

指

田

志

恵

子

私

の

手

が

語

る

本

田

宗

一

郎

21
世
紀
は
警
告
す
る

N
H
K
取
材
班

植
村
直
己
も
の
が
た
り
酒
井
と
も
み

か
ん
こ
ろ
も
ち
の
島
で
柴
田
亮
子
他

あ

の

角

を

曲

が

っ

て

赤

川

次

郎

家

旅

吉

田

と

し

犯

罪

報

導

の

犯

罪

浅

野

健

一

9

9

 

＿
川
柳
教
室

第
四
回
目
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

〇
題

「
年
」

0

一
人
三
句
以
内
と
し
ま
す
。

0
投
句
の
し
め
切
り
は
、
七
月
十
日
と

し
ま
す
。

0

投
句
先
は
、
肱
川
町
公
民
館
へ
お
願

い
し
ま
す
。

0

お
お
ぜ
い
の
み
な
さ
ん
の
、
投
句
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
関
係
・
社
会
体
育
•
生
活
文

化
関
係
な
ど
を
主
に
担
当
し
て
い
き
ま

す。
早
く
み
な
さ
ん
に
、
憶
え
ら
れ
て
、

地
域
に
と
け
こ
ん
だ
公
民
館
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
い
う
事
で
す
。

若
手
の
バ
リ
バ
リ
で
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

公
民
館
へ
お
い
出
の
せ
つ
は
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
七
年
余
り
、
公
民
館
長
と
し
て
、
社
会
教
育
振
即
ち
、

＿
つ
の
目
の
よ
う
に
見
之
て
も
‘

興
の
た
め
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
後
任
館
長
と
し

長
）
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た

上
川
館
長
は
、
常
任
館
長
で
あ

り
ま
す
。
”
わ
れ
以
外
み
な
師

こ
の
た
び
大
本
館
長
さ
ん
の
後
任
と
し

て
、
五
代
目
の
し
か
も
常
勤
館
長
と
し
て
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
‘
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
い
た
し
て
い
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
ご
と
く
公
民
館
は
、
戦
後
民

主
主
義
を
基
調
と
す
る
、
国
民
文
化
再
建

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
市
町
村
に
設
置

す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
‘
私
た
ち
が
社
会
の
一

員
と
し
て
必
要
な
心
構
え
と
教
養
を
身
に

つ
け
、
社
会
性
の
あ
る
人
間
を
形
成
す
る

た
め
の
場
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
存
在
す
る
も
の
は
、
相
互
に
拘

わ
り
あ
っ
て
、
始
め
て
存
在
で
き
る
の
で

事
一
主家
一
石
一

ー

六
月

一
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

前
総
務
課
主
事
の
石
家
清
君
が
、
公
民

館
主
事
と
し
て
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

と
う
ぞ
よ
ろ
し
く



圏。⑲。拠⑲ 窃紐］＠笞 (14)

16
日
因

30
日
因 呈禾

7
月
2
日
伏

日

午
前

8
時

30分

1
1
2
時

時

間

＠母子手帳交付

> 日
17 15 11 3 
日 日 日 日

程
（水） （月） （木） （水）

大

>公
岩 北/‘  
場

ク口 ク口 栄

公 公 集
民

旦
民 会 所

館 館 所

午前午10後時2時～ 闘

⑥健康づくり料理教室

i i 日
日 日 程
（木） 圏

倉嘉晨盲 t 尿 >『所 場所
且分3分0 ；；；； ： 賛［ 時間

検診
成人病
レントゲン＠ 

7 日
月

25 24 6 5 4 
日 日 日 日 日

程（木） （水） 出 倫 （木）

肱川町公民館
場

所

午前7時～ 時

9時30分 間

⑥
胃
が
ん
検
診“ 
“ 

7月の日雇祝日当直医
日 当直医 苧耳 話

7日 成田医院 47-0061 
（内子町）

14日 松浦医院 44-2776 
（五十騎町）

21日 藤本医院 44-2561 
（五十崎町）

28日 植木医院 44-2215 
（五十崎町）

毎週 喜多医師会病院 25-0535 
日曜日 （大洲市）

救 急 病

院

曜日 病院名 電 話

月・火
大洲市立病院 24-2151 
（大洲市）

水
加 戸病院 24-5101 
（大洲市）

木～日
大i州中央病院 24-4551 
（大洲市）

＠不用犬回収H

[>日時 7月9日（灼

午前9時まで

[>場所役 場

※印鑑をご持参ください。

合喜
白 小 道 協

誓柳 野
石 藪 尾 生

東 藤 丘/ヽ 林＊ 

孟； 万 桜
氏

高示， 
頭 願 田

美 重 光 鸞 徊9じ‘ 名
枝 香 美 子 子 未日

津予>I 区

造越京・ 上下野鹿/II : 毘
栄肱和・ 井小畑 城・胃中 栗• 協生

胃轟．
喜・ 上森山 槌山・ ち

・閏 塁 地
見 雀．

益区中 の ・大 嘉

7 7 
月 月 相
20 5 ニ甘火火
日 日 日
出 伶

池蔵 福島 福田
担

田 田 当
相

市員 重信
春 至n火火

夫保 員

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

@
心
配
ご
と
相
談

面
璽
:
璽
哀
閾

＠
へ
き
地
栄
養
学
級

＠
母
子
保
健
推
進
員
の
紹
介

60
年
度
の
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん

が
左
記
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た。

御
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
せ

ず
御
相
談
く
だ
さ
い
。

4
月
に
行
な
い
ま
し
た
子
宮
が
ん

検
診
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
異
常
の

な
か
っ
た
方
に
は
通
知
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

今
年

の
暑
中
見
舞
用
絵
入
り
四
十

円
は
か
き
三
種
類
を
六
月
十
五
日
か

ら
発
売
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
肱

川
町

の
発
売
枚
数
は
、
三
種
類
合
わ

せ
て
四
千
八
百
枚
で
す
。

絵
柄
は
、

「
ほ
て
い
あ
お
い

」
、
「
か

き
氷
」
と
、
青
少
年
向
け
の

「
昆
虫

採
取
」

の
三
種
類
。
料
額
印
面
の
意

匠
も

「風
鈴
」
、
「
納
涼
」
、
「
夏
休
み
」

で
裏
面
の
絵
に
合
わ
せ
た
涼
し
げ
な

図
柄
と
な
っ
て
い

ま
す。

今
年
も
、
暑
中
見
舞
は
か
き
の
意

匠
を
入
れ
た
三
種
類
の

「う
ち
わ
」

を
準
備
し
、
お
買
い
上
げ
の

▽
日
時

7
月

8
日
同

受

付

午

後

1
時

1
2
時

＠
暑
中
見
舞
は
が
き
発
売
中

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

⑥
乳
児
相
談

時

間

午
前

10
時
ー

午
後

2
時

7
月
22
日
四
正
山
公
民
館

日

程

場

所

＠
子
宮
が
ん
検
診
の
結
果

▽
相
談
員

▽
場
所

▽
日
時

＠
行
政
相
談
7
月

5
日
⑥

午
前

9
時

1
4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

福

田

保

委

員

お
客
ざ
ま
に
贈
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。お
近
く
の
郵
便
局
、
ま
た
は
切
手

類
売
り
さ
ば
き
所
で
お
早
く
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

＊
 

*
＊
＊
＊
＊
 

あ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊＊
＊
＊
＊
＊
 

＊
 
郷

岡

山

清
生
さ
ん

長

女

麻

由
美
ち
ゃ
ん

市

之

畦

井

上

徳

榮

さ

ん

長

女

美

栄

ち

ゃ

ん

上
鹿
野
川

三

好

英

二
さ
ん

長

男

勝

也
ち
ゃ
ん

広

常

竹

田

厚

美

さ

ん

二

女

祐

佳

ち

ゃ

ん

＊
 

*
＊
*
＊
＊
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊
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*
＊
＊
＊
＊
 

＊
 

長
田
ト
ク
ノ
さ
ん
(105
歳）

西

田

政

繕

さ

ん(70
歳）

楠

野

玉

子

さ

ん(56歳）

冨

永

龍

蔵

さ

ん(68
歳）

山
岡
友
太
郎
さ
ん
(73
歳）

中

本

良

市

さ

ん
（
団
歳
）

丸
山

正芳
雄
さ
ん
(77
歳）

深
田
キ
ミ

エ
さ
ん
(64
歳）

山 共 小 協 菟
野

尾

小 小 共

槌 栄 藪 生 藪 藪 栄


